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涙さへぬらし へけり雨そ ぎまやの まりに待うかれては
707
　　　
＼たへわびぬとはぬ身をしる袖の雨はうきやどりさへ思ひかけねば
同五月廿四日禁御月次
708
瞿懐紙通題
麦帯露
　
かしこしな吾国民をなでしこの花の上まで露おほき代は
　
院御製
　　　　　　　　
聖代
今多
二雨露
一、 三体中
　
露多ハ此コヽロヨシ。仰也。
116
709
　　　　
＼朝ぎよめ塵をもしばしなでしこの露にをこたれとものみやつこ
　
中院前内府
710
　　
朝な〳〵咲つぐ花の常夏に露をもみばや色のすゞしさ
　
同
寛永十四年三月六日、山水の押絵、月に鴈の飛所あるに、和哥の事申入侍し。慶安元年六月朔日拝領了。紙は白唐紙、四方八寸八分斗の色紙形也。
711　　　　
こと浦に心もとめず来る鴈やおなじ所の月になくらむ
後撰十一
　
時〳〵みえけるおとこのゐる所のさうしに、鳥のかたをかき付て侍ければ、あたりにをしつけ侍ける、
712　　　
ゑにかける鳥とも人をみてしがなおなじところをつねにとふべく
　
本院侍従
此本歌ノコヽロ也。
　
仰也。
一、永井信濃守に、
　
仙洞より拝領させられしを、さたの宮の天神の御前につきしに、つぎければ、其花をたてまつりて、
これに
　
御製拝領仕たきよし申ければ、つかはされけるとなん。後日に御物語。唐紙にニ詞もなく、たゞ御哥斗あそば
されしと也。
713　　　　
家の風代々につたへて神がきやた た をつぐ梅もにほはむ
　
此次に、岩倉にての御製御物語、詞書
　
いは
くらといふ所にて花をみて
714　　　　
のどけしな風もうごかぬいはくらの山は花さく春のこゝろ
　
板倉周防守拝領ト也
。
同
　
六月廿四禁中御月次
715
閑中雪
　
＼一とせをわがあらましに待人の道さへとづるやどのしら雪
　
前内府
716　　　　　
つもればととはぬを雪にことはりて跡なきもとの庭やわすれん
117 翻刻 近衛信尋自筆『新一人三臣和歌』
慶安元九廿四禁中御月次
717
草庵燈
　
＼草の戸のすきまの風に燈の消やらぬ程と住や誰なる
　
院御製
718　
　　　　
草の庵のくちなん後の蛍よりかすかに残るよはの燈
　
同
719
寄筵恋
　
＼ひがたきや我かたし の袖の露おなじみ山の苔のむしろに
　
前内府
720　　　　
またずとも打はらひてやさ筵にこぬ夜つもれる塵を忘れん
　
同
（
　
了
　
）
【付記】
　資料の閲覧・翻刻を御許可戴きました陽明文庫長名和修氏に、記して深謝致します。
